
 

令和８年度 安来高等学校 道徳教育全体計画 
                                                             島根県立安来高等学校 

関連法規 
・日本国憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領  など 

 
学校経営方針 

21世紀を生き抜く力と安来への愛着を持った人財の育成 
 
安来高等学校のスクールミッション 
確かな学力と主体的な学習意欲を育むとともに、地域と連携した課題解決型学習等を

通して、大学等への進学や地元地域への就職など多様な進路希望の実現を支援し、地域
への愛着を持ったよりよい社会の創り手を育成する。 

 
【重点目標】 
１ 確かな学力と主体的な学習意欲を育む 
 →DX活用、家庭学習時間の確保と読解力の育成 
 
２ 地域と連携した課題解決型学習 

  →文理横断的な探究的な学び、安来高等学校魅力化コンソーシアムの活用 
 
 ３ 多様な進路希望の実現 
  →高大連携の推進、カリキュラム・マネジメント 
  
４ よりよい社会の創り手を育成 

  →応援したくなる部活動、「育成したい資質・能力」ルーブリックの活用 

 

 

 

 

 

保護者・地域の期待 

・安来地区の普通科高等学

校として、質の高い文武

両立に対する期待は大き

い。 

 

・各教科における基礎の定

着と、生活時間の三点固

定の重要性について、学

校との共通理解が必要。 

 

・生徒の進路目標達成に向

けて、進路指導の早期開

始とさらなる充実。 
 

 

  

生徒の実態 

・部活動や学校行事に意欲的に取り

組む生徒が多い。 

・やさしく純真で真面目である。 

・気持ちのよい挨拶ができる。 

・進路実現のための見通しが持てな

いと考える生徒が多い。 

・自分の意見を適切に伝える「発信

力」を身につけたいと考えている。 

 

  

  

      

育てたい生徒像 

① よりよい(地域)社会の創り手として、自分自身を律し責任ある行動がとれる生徒 

② 新たな価値の創造のために高い理想を持ちその実現に向けて行動し学び（探究）し続けることのできる生徒 

③ 地域への愛着を基盤に多様な価値観を認め合う共生社会を生き抜くことができる生徒 

  

道徳教育指導目標 

自己の肯定的理解をもとに、自らの進路目標を決定し、目標実現のために他者と協力しながら目前の課題解決に 
取り組む生徒を育成する。 

①  自立した学習態度の定着をはかり、肯定的自己理解と自己有用感を感得させる。 

②  クラス活動、生徒会活動、部活動等を通じて他者や役割との関わりを理解し、対処能力を育てる。 
③ 多様な学びの場、働き方についての理解を深め、自らの進路目標を設定させる。 

   

道徳教育学年指導目標 

第１学年 第２学年 第３学年 

目標 

① 学校生活での諸活動を通じて、協調性及び主体性を養う。 

② 基本的な生活習慣及び学習習慣を確立させ、基礎学力を定着

させる。 

③ 個々の希望や適性に応じた進路目標の設定及び実現のため

の支援を行う。 

 

 

手立て 

① 行事等の諸活動を通じて、自分の考えを伝える力及び他者を

理解する力を育成する。 

② 【学びに向かう力】規則正しい生活、礼節、人権意識を身に

着けさせ、学習環境を整える。 

③ 【学びに向かう力】授業と家庭学習を重視し、課題や小テス

ト等への取り組み及びそのフォローを重視する。 

④ 総合的な探究の時間等を活用し、自分を見つめ直し、社会に

ついて考える機会を作る。 

 

目標 

① 確かな学力の定着と、自らの考えを発信する力の育成。 

② 当事者意識に基づいた主体的な行動と、協調性の深化。 

③ 広い視野での進路目標設定と、見通しをもった自己管理の 

徹底。 

 

手立て 

① 【発信力】【協働する力】諸活動において、互いを尊重しな

がらも、自分の意見を明確に伝えるコミュニケーションの場

を設定する。 

② 【当事者意識】【課題発見解決力】総合的な探究の時間を活

用し、自分の進路に関わる課題を考えることで進路を「自分

事」として捉え、解決策を企画・実行する経験を積ませる。 

③ 【学びに向かう力】【自己調整力】定期的なリフレクション

（振り返り活動）を行い、学習内容の見直しを習慣化させる。 

④ 【自己理解・肯定力】の向上。定期的な生徒面談を実施し、

個々の進路希望や状況に合わせたきめ細やかな情報提供と

支援を行うことで、自信をもって挑戦する姿勢を育む。 

目標 

① 主体的に考え、他者を尊重する姿勢を行動で示せる生徒の育成を目指す。 

② 進路実現とその先を見据え、生徒の学習習慣の確立や確かな学力の定着を図る。 

③ 最高学年としての自覚をもち、人権感覚を身につけ、社会的規範に沿った行動が

できる生徒の育成を図る。 

④ 生徒の主体的な進路決定と最善の進路実現を目指し、個々の生徒に対応した支援

を行う。 

手立て 

① 【当事者意識】【協働する力】【他者理解・肯定力】 

・ＨＲや授業において、情報を正しく受け取り必要なものを選び取ることができる 

よう指導する。 

・行事や進路活動など様々なことについて、報告・連絡・相談をするように促す。 

・何事も自分ごととして捉え、自分だったらどうするかを考え、責任をもって行動 

する姿勢を養う。 

・他者を尊重し、思いやりを言葉や態度で示すことを推奨する。 

② 【自己研鑽力】【見通しをもつ力】【学びに向かう力】 

・教務部、進路指導部、各教科と連携し、学年全体と個人の成績の分析や学習の   

改善提案を行う。 

・学習習慣確立の支援として、生活時間調査の実施・分析を行い、休日学校開放を  

行う。 

・生徒の学力向上や進路実現の支援として、特別講座や個別指導の機会を設ける。 

③・学校の諸活動への積極的参加と下学年の牽引役としての自覚を促す。 

・ＨＲや学年集会などで、挨拶や身だしなみなどの社会的規範を学ぶ機会を設ける。 

・問題発生時には生徒指導部等関係者間で連携し、適切な支援や指導を迅速に行う。 

④【自己理解・肯定力】 

・説明会やオープンキャンパスへの参加の奨励や志望理由の言語化を支援する。 

・個別面談を頻繁に行い、個々の生徒に寄り添い主体的な進路決定を支援する。 

・進路指導部と連携し、模試分析や進路検討会を通して、個々の進路希望や学力、  

適性などに応じた適切な進路指導を行う。 

啓発的・体験的学習 
（総合的な探究の時間・HR活動など） 

総合的な探究ガイダンス、スタディサポート、図書館オリエン
テーション、図書館文化講座、地域理解学習、大学・専門学校
ガイダンス、オープンキャンパス、企業ガイダンス、小論文講
座、文理選択について考える、進路講演会、職業人講話 

啓発的・体験的学習 

（総合的な探究の時間・HR活動など） 

総合的な探究ガイダンス、スタディサポート、地域理解学習、
大学・専門学校ガイダンス、オープンキャンパス、企業ガイダ
ンス、図書館文化講座、小論文講座、進路講演会 

啓発的・体験的学習 

（総合的な探究の時間・HR活動など） 

大学・専門学校ガイダンス、オープンキャンパス、企業ガイダン
ス、図書館文化講座、小論文講座、志望理由書、消費者講座、進
路講演会 

  

教科での取組（生きる力の基盤となる学力の育成）…確かな基礎学力を培い、主体的な学習者を育てる。 
 

 

教育を推進するための基盤 

○３年間を見通した系統的・組織的な進路指導計画 

○関係諸機関や家庭・地域との連携の強化 

○ガイダンス機能（適切な情報提供や案内・相談活動）の充実 

○生徒指導、学年・学級経営の充実 

○教職員の協働体制の確立と校内研修の実施 

【令和８年度教職員研修計画】 

・ハラスメント防止  ・生徒理解（特別支援）  ・人権・同和教育について（各学期） 

「しまねのふるまい」に係る取組 

・挨拶の励行、目上の人への言葉遣い 

・掃除への積極的参加、ごみの分別収集 

・公共マナーの遵守 

・自転車マナーの遵守 

 


